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ゼミ発表フィードバック
今後の研究発表に向けて、

自らの強みと改善したほうが良い点を把握しよう！

点数だけでなくここをしっかり読み込もう



探究Dayまでのスケジュール
 9/ 3 木 各自の研究活動

 9/10 木 　　　中期計画: 探究Dayまでに何を明らかにしたいのか？

10/15 木 　　　仮説検証(調査・実験)の結果の整理　→　考察・結論へ 

10/22 木 　　　仮説検証(調査・実験)の結果の整理　→　考察・結論へ　

10/29 木 　　　探究Day発表準備①　←発表資料8割完成

11/ 5 木 　　　探究Day発表準備②　←発表資料推敲・完成

11/12 木 　　　探究Day発表準備③　←完成した資料の準備・発表練習

11/14 土 探究Day

今回を含めてあと 7 回



探究Day　発表形式

1枚目 表紙

2枚目 研究背景(先行研究・事例を用いた現状分析)

3枚目 研究の目的(リサーチクエスチョン)

4枚目 研究の意義(社会や学術への貢献)

5枚目 研究方法(調査・実験方法)

6枚目 結果・考察

7枚目 結論・展望(まとめと今後の展望)

8枚目 引用文献・参考文献

ポスター(A3×8枚)発表
全員の 

組番号 + 氏名



探究Dayに向けて　意識すること3選
一．探究のサイクルを回そう

適切な方法で調査・実験を行い、【調査→考察→新たな問い】のサイクルを

回しましょう。

これを繰り返すことで、リサーチクエスチョンに迫ることができます。

一．計画立てや役割分担をして無駄なく研究を進めよう
期限を意識してやることを整理しましょう。

チーム探究では役割を分担し、作業の重複を避けて進めてください。

一．反証可能性を考えよう
発見があっても「本当に仮説を証明できるか」と問い続けましょう。

結論で満足せず今後の展望まで深めれば、人生に影響を与える探究に

なります。



考察の進め方（課題研究メソッド 第4章）

➔ 考察とは、得られた結果を分析し、結果に含まれる事実や

次の研究につながる問い、リサーチクエスチョンの答えとなる

結論を導く最重要ステップである。

前提として、リサーチクエスチョンに対して、仮説を立て、

仮説を検証するための研究方法を選択して、結果が得られている。

結果①

結果②

結果③

新たな問い①

新たな問い②-1

結果③

新たな問い②-2

新たな結果①

新たな結果②

結

論

追加調査

追加
調査

追加
調査

根拠

根拠

根拠

考察得られた結果



研究方法のまとめ（課題研究メソッド 第4章）

❏ 調査・実験結果からそれぞれの意味を見いだせているか？

❏ 結果に対して、新たな問いを立てているか？

❏ 結果に対して立てた問いの答えを見いだし，考察ができているか？

❏ どこまでが客観的なデータをもとにした事実で，どこまでが予想で　
あるのかがはっきりしているか？

❏ 結果・考察から論理的に結論（リサーチクエスチョンの答え）を
導いているか？

❏ 結果・考察から今後の展望について考えているか？

以下の点をクリアできているか、担当の先生と確認しましょう。



「探究ノート」への記録を！
Classroom　「 【全般】　探究ノート」

★作成のポイント★　

毎回、活動記録は必ず書く！

①今日の予定・目標

②本日の活動内容

③次に行うこと

個人でまとめるワークシートで、

その他の使い方は自由です。

授業開始時

授業終了
5分前


